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竜生徒教育問題懇談会」が立ち上がったことが
直接に関係している。次に、本プロジェクトは
今年度が最終年度であり終了するが、次年度以
降も形を変えながら、出来ればよりパワーアッ
プして、外国人児童生徒教育問題に関する調査
研究や実践的な活動を継続していきたいという
抱負を述べた。どのような形につなげていくの
か、それを考えるためにも、今回のシンポジウ
ムは節目になると思っていた。
「かけはし」の意義と役割には非常に大きな
ものがあると思われるが、全県的なレベルでの
理解はまだまだ十分でなく、もっともっと注目
されてしかるべきものと考えていた。外国人児
童生徒教育問題について小中学校長が語り合う
ことはこれまで県内では全く無く、全国的にも
珍しいのではないかと思う。言うに及ばず、拠
点校・非拠点枝を問わず、管理職の考え方や方
針は、外国人児童生徒教育の現場に大きな影響
を与える。「懇談会」も立ち上がったことであ
り、今回、是非学校長の意見などを聞きたかっ
た。そして、研究代表者を務めてきた立場か
ら、何らかの総括と展望を示す必要があると考
えた。以上のような背景から、上記の三部構成
とした。
約90人の参加者のうち、３３名から、アンケ
ートに回答いただいた。全休の満足度として
は、「とても満足」８，「満足」１８，「普通」４，
｢空白」３であった。回答者の数が少なかった
ことは残念であるが、満足度に関するとの数字
は、正直言って嬉しい。しかしそれ以上に嬉し
く感じたのは、自由記述の中身である。回答者
の多くは意見や感想を具体的に書いてくれてい
て、おおむねシンポジウムの内容に肯定的な評
１２月５日（土）にシンポジウム「栃木県に
おける外国人児童生徒教育の明日を考える
2009」を開催した。本プロジェクトにとって
5回目のシンポジウムである。
今回は三部構成であった。第一部：講演「プ
レクラスの意義と役割～小山市外国人児童生徒
適応指導教室『かけはし』の現場から」（小山
市外国人児童生徒適応指導教室『かけはし』教
諭坂本鈴子、宇都宮大学特定重点推進研究・
研究協力者若林秀樹)、第二部：学校長によ
る公開座談会「栃木県におけるこれからの外国
人児童生徒教育」（大田原市立西原小学校校長
渡邉久芳、宇都宮市立清原中学校校長倉田
明男、小山市立城東小学校校長手塚則夫、真
岡市立真岡中学校校長仁平清、佐野市立佐野
小学校校長細谷正策、足利市立毛野小学校校
長深堀福市)、第三部「本プロジェクトの総
括と展望」（田巻松雄）という構成であった。
シンポジウムの詳細は、２０１０年３月に刊行
予定の報告書を御覧いただきたい。ここでは、
参加者の感想なども紹介しながら、本シンポジ
ウムの特徴や内容を簡潔に振り返っておきた
い。
冒頭の自分の挨拶で、まず、シンポジウム参
加者が初めて栃木県在住の関係者だけで構成さ
れていることに触れ、これは、県内の自治体・
学校現場における取組の進展や本プロジェクト
の一定の成果を反映していると述べた。小山市
の「かけはし」は2008年４月に開設された北
関東ではじめての外国人児童生徒適応指導教室
である。学校長による公開座談会が実現できた
のは、今年度、小中学校長、県・６市教育委員
会、本プロジェクトメンバーによる「外国人児
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価をしてくれた。励みにじたいと思っている。 "進歩”であると思うし、意義のあることだ
いくつか紹介したい。 と思いました。……県内の状況・問題・罵鐇
などがとてもわかりやすかったです。
｡第１部：若林先生の講義で外国人児童生徒教
育に頭がすっと切り替わり、坂本先生の実践。今回のようなシンポジウムを、もっと現場に
的なお話を聞けた流れがよかった。パワーポいる教職員に聞いてもらいたい。
イントも工夫されていて、聴衆を引き込む謡
｡第三部にありましたように大学が現場に取っ
て代わってではなく、大学としての立ち位置
を明確に今後もこのプ□ジエクトが進んでい
けばよいと思います。今回のシンポもそうい
う意味でとても良かったと思います。
演だったと思う。
第２部：外国人多数校の校長が総ぞろいして
の討論は非常に画期的な取り組みと思う。イ
ベント的なものではなく長く続けてほしい。
討論になるのか不安だったが、校長先生の意
識もそれなりに高まっていることを感じた
(外国人を特別視するのではなく個々のこど
もへの対応として考えている)。
第三部は、時間の関係で、用意していた話を
いくつか省略したが、言いたかった核心は、次
の文章に集約されている。「国際学部と留学生
センターの教員で立ち上げた本プロジェクト
は、現在、教育学部教員、県内小中学校教員お
よび日本語指導員を加えたメンバーで構成され
。｢かけはし」の話をもっとたくさん聞きたか
ったです。坂本先生のうわさはきいていまし
た。坂本先生の児童にかける思いが伝わって
ている。懇談会の設置を通じて、県・市教委担
当者や小中学校の校長と継続的に意見交換する
場も作られた。また、年１回のシンポジウムを
開催してきており、関係者や関心を持つ人と直
接対話する場も作ってきた。このように、本プ
ロジェクトを通じて、外国人児童生徒教育問題
を様々な立場に立つ関係者が討議する場は確実
に広がってきた。しかし、以上のような試みの
成果や意味が問われるのはまさにこれからであ
る｣。
きました。坂本先生のお話から、子どもとと
もに学び、子どもによりそった指導をされて
いることが目にみえるようです。坂本先生と
出会った子どもたちは幸せであると感じまし
た。
｡学校長による座談会は、これまでのプ□ジェ
クトの流れから見て、すばらしい進歩だと思
います。これからも継続的にこのような場を
設けていければいいと思います。小山市のプ
レクラスについての講演の中で、全国的に見
ても、すばらしい施設だと発言されていたの
がとても印象的で、現場の先生方がこの外国
人児童・生徒教育に情熱・熱意をもって取り
くまれているのを感じました。
なお、シンポジウムの内容は、下野新聞の論
説（１２月１０日付、「『適応指導教室」を各地に
広げよ｣）や同雷鳴紗で取り上げられました。
ここで、シンポジウムに参加いただいた皆さん
に改めて感謝申し上げるとともに、本プロジェ
クトおよび今後の大学の取組に対して忌輝のな
いご意見をお寄せいただきたく、是非お願いい
たします（敬称は略させていただきました)。
｡私はこのシンポジウムは３回目ですが、最初
に田巻先生がおっしゃったように、今回栃木
県内だけで構成されていたことは、本当に
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